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資料１ 

第２回委員会課題の対応 

○第２回委員会の内容（開催日：平成 24 年 3 月 9日） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■収集意見 

・天真名井の昔の湧水状況は、沢山湧いて溢れ出ている状況だった。 ・まちづくりと一緒に考えていく必要がある。 

・周辺の宅地化や道路の建設で雨水が地盤に浸透しにくくなり湧水が涸れた原因の一つに考えられる ・神代川は歴史に価値のある川であるため、再生に当たってはデザインが重要である。 

・高千穂小学校周辺に雨水を浸透させれば、天真名井の湧水の復活に効果があると思われる。 

・河川の改修工事（発破）を機に、水が湧かなくなったと聞いている。 

・歴史に詳しい人や河川・空間デザインのプロで構成された検討体制で、神代川の河川再生を考
えていったほうが良い。 

・高千穂の地質が雨水を浸透させるようなものなのかについての確認が必要である。 ・神話史跡の繋がりを回遊ルート化することで、長期滞在者が増え再生へ繋がる。 

天
真
名
井 

・雨水浸透施設の整備は、まちづくりと一緒に進める必要がある。 ・国土交通省が進めている「かわまちづくり」への支援制度への連携が必要である。 

・天真名井の歴史や神域としての空間の重みを踏まえた深みのあるコンセプトにした方が良い。 

河
川
再
生
メ
ニ
ュ
ー 

 

・空間のイメージとしては、伊勢神宮の五十鈴川や天安河原が良いと思う。 ・ワークショップは引き続き開催する。 

・季節の行事に配慮する必要がある。 ・地域の歴史に詳しい住民や歴史・河川・空間のプロなどで計画を考えていく必要がある。 

・高千穂が持つ厳かさが感じられるようなコンセプトにした方が良い。 ・石積み調査などを参考に今後の河川整備の資料とする必要がある。 

・神域としての名残を感じられるような空間になればよい。 ・昔の周辺地域（川）の写真を参考に、川底などの形を検討する必要がある。 

河
川
再
生
目
標 

・高千穂の魅力を神代川から発信できるようになって欲しい。 

今
後
の
進
め
方  

ゾーニング図 

□1 皇子橋上流『まちとの連携を図った地元住民の憩いの場の創出』

③-1土や石を使用した川底と護岸の整備 

③-2瀬や淵の自然な形成を促す蛇行した低水路の整備 

④水際にアクセスしやすい河岸への改修  

⑤川沿いの敷地を取り込んだ親水空間の整備 

⑧水生生物・植物が生息できるような河川断面や工法、材料の採用 

⑨遊歩道の整備、案内看板の設置 

□2 天真名井前『天真名井と一体化した風情のある空間の創出』 

③-1 土や石を使用した川底と護岸の整備 

③-2 瀬や淵の自然な形成を促す蛇行した低水路の整備 

⑦天真名井前への階段の設置とその周辺の護岸の修景 

⑧水生生物・植物が生息できるような河川断面や工法、材料の採用 

⑨遊歩道の整備、案内看板の設置 

□3 天真名井上流『自然豊かな子どもの遊び場の創出』 

③-1土や石を使用した川底と護岸の整備 

③-2瀬や淵の自然な形成を促す蛇行した低水路の整備 

④水際にアクセスしやすい河岸への改修  

⑤川沿いの敷地を取り込んだ親水空間の整備 

⑧水生生物・植物が生息できるような河川断面や工法、材料の採用

⑨遊歩道の整備、案内看板の設置 

・高千穂にある神社の石積みの調査 

・まち全体からの昔写真の収集 

・天真名井周辺の地質と浸透に関する調査

石積み調査

昔写真 

地質関連 

第２回委員会の課題 
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資料１ 

・第２回委員会での課題と対応状況（開催日：平成 24 年 3 月 9 日） 
 

１.石積み調査  ２.昔写真 

【第２回委員会での意見】 
・神社とか色々なところで、どのような石を使って、どういう石材でどういう石の積み方をしているのか

調査が必要であり、石の積み方や大きさ、石の素材などを参考に今後の河川整備の基礎資料とする。 

 【第２回委員会での意見】 
・河川計画を実施する上で、川底は形どうするかという点での参考的資料を収集するため、昔の写真を、

地元で集めてもらい今後の計画の参考にする必要がある。また、周辺地域の川の古い写真でも参考にな

ると考えられる。 

【対応状況】 

・荒立神社、くしふる神社における階段や塀、建物基礎関連の確認を実施 
・それぞれの石積に関する特徴を文献や施工関連専門家へ確認後、一般的な石積みであり特徴が見受けら

れないが今後も調査を継続する。 

 【対応状況】 

・昨年度において写真の収集を実施（天真名井及び神代川）しており、各地元の館長等の協力による収集

のためさらなる写真については収集が難しい状況であるが今後も収集を継続する。 

 

 

写真番号 1（荒立神社） 写真番号 2（高千穂神社）  

  

 

写真番号 3（くしふる神社） 写真番号 4（高千穂神社）  

  

 

写真番号 5（高千穂神社） 写真番号 6（高千穂神社）  

  

 

  ①撮影年：S48 年頃(河川改修前) 

 提供者：甲斐勝朗氏 ⑦撮影年：S30 年代(河川改修前) 
 提供者：甲斐勝朗氏 

④撮影年：不明(河川改修前) 

⑤撮影年：不明(河川改修前) ①撮影年：不明 
 (河川改修前) 

②撮影年：不明(河川改修前) 
 提供者：甲斐勝朗氏 

③撮影年：S48 年頃(河川改修前) 
 提供者：甲斐勝朗氏 
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資料１ 

３.地質関連 

【第２回委員会での意見】 
・天真名井の昔の湧水状況は、沢山湧いて溢れ出ている状況だったこともあり、現在の状況は、周辺の宅地化や道路の建設で雨水が地盤に浸透しにくくなり湧水が涸れた原因の一つに考えられ、また、天真名井の現在

の湧水状況は、河床を掘ったことで地下水の流れが変わり、河川の改修工事（発破）を機に、水が湧かなくなったと聞いている。 

【対応状況】 
・天真名井横で家屋建築時湧水があったとの情報により、地質水質調査の実施を検討中 

 

 

 

 

 昔 
典拠：神代川ワークショップ 
（平成 16 年 8 月 7 日）資料  

地蔵① 

地蔵② 

参考『水神』とは…出典：広辞苑 他 
・水（主に淡水）、特に飲用水・かんがい用水などをつかさどる神の総称である。

・農耕民族にとって水は最も重要なものの一つであり、水の状況によって収獲

が左右されることから、日本においては水神は田の神と結びついた。 
・田の神と結びついた水神は、田のそばや用水路沿いに祀られていることが多

い。 
・水源地に祀られる水神は山の神とも結びついている。 
・農耕以外の日常生活で使用する水については、井戸・水汲み場に水神が祀ら

れる。 
・水神の象徴として河童、蛇、龍などがあり、これらは水神の神使とされたり、

神そのものとされたりする。 
・火災を防護する神。水泊とも呼ばれる。 

神代川周辺の水神について 
水神祭り：毎年 12月の第 1日曜日に、8箇所の水神を

まわる行事。 

祭りでまわる水神やルートについては、今

後確認予定。 

水神の位置：水神①、②、⑤、⑦は住民ワークショッ

プの時に得た情報を基にプロットして

いるため、今後現地で確認予定。

水神③ 

水神④ 

水神⑥ 

水神⑧ 

水神③ 

天真名井 

湧水(現在：天真名井まで送水)

湧水(過去：天真名井まで送水)

旧河道路岸

天真名井横で家屋建築時湧水があったとの情報 

昔(昭和 30 年代) 
典拠：水辺風景の魅力と再生 

現在（平成 23 年 8 月 26 日撮影）

現在 
平成 23 年 8 月 26 日撮影 

天真名井

夜泣き石 
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資料１ 

第２回検討委員会までの意見集約（開催日：平成 24 年 3 月 9 日） 

 

これまでの取組みで得られた意見から抽出した「河川再生メニュー」に関する意見 

分  類 これまでの地元意見 

(平成 16 年～平成 23 年) 

第 1 回検討委員会 

(平成 23年 11 月 22 日) 

第 1 回住民ワークショップ 

(平成 24 年１月 31日) 

高千穂小学校アンケート 

（平成 24年 2月日 7日） 

第 2 回検討委員会 

(平成 24年 3月 9 日) 

川の水に関すること 

 ・湧水に関する調査が必要 ・川底に水が流れているか、コンクリ

ートをはいで確認する 

・伏流水が滲み出すような護岸にする 

・農業用水や温泉・プールの水を川に

流す 

・生活排水の流出抑制対策が必要 

・水がたくさん流れる川 

・きれいな水が流れる川 

・下水を流さない 

・宅地化や道路建設による雨水の地盤

浸透に関する地質調査 

川のかたちに関すること 

・川底を石張りにする 

・両サイドを石積みにする 

・深みやよどみをつくる 

・川底を掘って低水路をつくる 

・川底を掘り下げて、２段階で水が流

れるようにする 

・川底を掘って、自然の状態に戻す 

・護岸を石積みにする 

・川底を掘って蛇行させ、いつもは水

が流れない箇所に土を置き水草を植

える 

・川底や壁をコンクリートではなく、

自然の土や石にする 

・浅い部分と深い部分をつくる 

・蛇行させる 

・空間イメージとして、五十鈴川や天

安河原のような河川をつくる 

・高千穂が持つ厳かさが感じられるよ

うなコンセプトとする 

川の利用に関すること 

・川へ降りる階段をつくる 

・川底を掘らない箇所は、平水時に散

策路として利用する 

・まちの中心部に位置する元市場を緩

傾斜護岸にして、まちから川に近づ

きやすくする 

・子どもたちが安全に遊べる公園を河

川整備に組み込む 

・階段をつくる 

・子どもは水遊び、大人は花見が楽し

めるような公園を、皇子橋上流の左

岸側の使われていない駐車場に整備

する 

・川を一部堰上げて、水遊びをしたい 

・誰でも遊べる川にする 

・周りに建物がなく、見晴らしの良い

草原のような場所をつくる 

・季節の行事に配慮する 

・まちづくりと一体的に考える 

天真名井に関すること 

・水が湧いている箇所でボーリングや

水質・水量調査を行い、湧水が豊富

であれば、天真名井に引き込む 

・天真名井の前に階段をつくる 

・真名井周辺を上下流側に広げる 

・天真名井の湧水が涸れた原因を調べ

るために、周辺の地表面の状況が昔

に比べてどう変わっているか整理す

る 

 

・天真名井の前に階段をつくる 

・天真名井の前の壁を取る 

・天真名井の前の護岸を低くする 

・川を利用する場所は、天真名井付近

が良い 

 

 ・小学校周辺に雨水を浸透させれば、

湧水の復活に効果がある。 

生物や植物に関すること 

・石を置き水生生物が住めるようにす

る 

 

 ・川底を掘って、水草が生える環境を

つくる 

・水生生物が棲めるようなたまりを作

ったり、石を置いたりする 

・ウナギやオタマジャクシがいる川に

する 

・ビオトープや湿原をつくる。 

・水質浄化効果もあるアシを植える 

・魚や虫、植物が棲める川にする 

 

 

その他 

・ゴミ拾いができるように昇降路をつ

くる 

 

・広域的な視点で“まち”と一体とな

った河川整備を考える必要がある 

・整備内容を考える際は、本組と町区

を一体的に考える視点やそれらの繋

がりの構築を考えることが大切 

 

・天真名井から荒立神社は観光ルート 

・神代川と周辺の神社や宿泊施設など

を繋いだ散策・観光ルートを設定し、

遊歩道を整備する。 

・地元の人が夕涼みに散策できるよう

な川沿いの散策路を整備する 

・清掃活動のために階段をつくる 

・川にゴミが落ちていないように、み

んなで協力して川をきれいにする 

 

・季節の行事に配慮する 

・神話史跡の繋がりを回遊ルート化す

る 

・具体的な戦略や計画を練るワーキン

ググループによる検討を行う 

・国土交通省が進めている「かわまち

づくり」への支援制度への連携が必

要である 

 

5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２．第１回検討会の概要と課題 
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資料２ 

神代川河川再生検討会の概要（開催日：平成 24年 12月 13 日・14日） 

会名 神代川河川再生計画検討会 

日時 平成24 年12月13 日・14日 

場所 宮崎県 西臼杵支庁 ２Ｆ 大会議室 

参加者 

■委員： 

・学識経験者等：杉尾先生（宮崎大学名誉教授）、桑子先生（東京工業大学大学院教授）、土井氏（NPO 五ヶ瀬川流域ネットワーク理事長） 

・地域住民代表：興梠武重氏（荒立陣神社宮司）、田尻隆介氏（高千穂町中央公民館） 

・関係行政機関：井上次長（宮崎県県土整備部）、東課長（宮崎県県土整備部河川）、石渕課長（高千穂町企画観光課）、内倉課長（高千穂町建設課） 

■事務局：宮崎県河川課、西臼杵支庁土木課、高千穂町建設課、東光コンサルタント 

概要 

■趣旨 

・現地確認 

・第2回委員会課題の対応報告         ・ワークショップ結果報告 

・高千穂町のまちづくり            ・桑子教授の講話 

■収集意見 

【神代川の過去の状況】 

・地域の水として利用し水深が浅かったので積止めての水遊びが可能であった。 

・こぶし大の大きさの石があり砂や砂利も川底に点在していた。 

 

【調査関連】 

＜水脈（地下水）調査＞ 

・既存井戸及び湧水情報の収集を図り、既設井戸の水位を調査し水位等高線を確認することにより現

在の水の流れを把握する必要がある。 

・神代川は固い岩盤が表層から浅い位置にあり、その層に沿っての水脈があると考えられるため、地

質である岩盤の高さを調査する必要がある。 

＜情報収集調査＞ 

・ＰＲやアピールを兼ねての井戸や河川写真の調査が必要である。 

・現在の地域住民の方々の神代川の利用内容（散歩・通勤通学・子どもの利用仕方）及び昔の記憶（時

系列的）たどる落とし込み作業（図面に落とし込み）が必要である。 
＜地権者調査＞ 

・計画範囲における天真名井付近の地権者関係及び下流側の地権者関係に関する調査が必要である。 

 

【河川再生】 

＜天真名井再生＞ 

・現在の流出する穴をふさぐことで過去の天真名井に戻ることができる。 

＜神代川再生＞ 

・夜泣き石の位置を移動し夜泣き石の復活を基本に河川計画を行う必要がある。 

・夜泣き石の上流部を広げ、旧河道のように河川を蛇行させるような河道平面形状の再生を行う必要

がある。 

・跡取川のイメージを参考に河床の再現が可能かの検討が必要である。 

 

 

・高千穂の歴史講話           ・神代川との関わり 

・神代川河川再生計画について協議 

 

 

・生態系としてうなぎやさわがに、蛍が生息していた。 

・神代川周辺の石積みは、五ヶ瀬川からの搬入による石である。 

 

 

 

・神代川の右岸側の地下水調査を行う必要がある。 

 

 

 

 

・写真だけではなく掛け軸や絵による想像による神代川の情報収集が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

・パラペットの機能が必要かの判断を行いパラペットの撤去を検討する必要がある。 

 

・神代川らしい荘厳な川にするため石積みは、溶結凝灰岩の切石を素材に乱積みによる護岸とする必要

がある。 

・河道の安全度の考え方と水理的な検討が必要である。 

・生物的な再生が必要であり植物や昆虫の再生目標を設定する必要がある。 
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資料２ 

 

概要 

 

【まちづくり】 

・神話的ストーリ性の実現が必要である。 

・全体的に２ブロックに分け、天真名井を中心とした第１ステージとし整備を優先的に実施し、下流

側を第２ステージと位置づけ、まちづくりの観点から下流側の整備をアピールする必要がある。 

・神代川の整備理由を、まちなか案内所などで広報し関心の誘発するきっかけづくりの仕組みが必要

である。 

・まちなか案内所（神話歴史情報センター）などに来客する観光客（歴女・神女）へ情報提供をしな

がら、逆に情報を収集する仕組みを構築する必要がある。 
 

【かわまちづくり事業】 

・「かわまづくり」計画は途中変更が可能であるので、当初は天真名井周辺付近で進行し将来的には全

体計画を申請する方向で計画すべきである。 
・自然再生に関しては学術的研究が必要であると考えられ、川の環境と考えると３面コンクリートか

ら多自然の川に戻すことによる変化（河川環境のモニタリング）、高千穂の点在する遺産に絡めて神

代川がどのように関わっているのかテーマに計画すべきである。 
・河川再生を出す理由として古事記1300年という視点があり、日本書記はあと8年で完成なので、その

期間での２つのステージを完了させるべきである。 

 

 

【その他】 

・初めての人にお勧めするコース（2時間）になるようなところに女性を入れて歩いてみる必要があり、

コースとして最後の天真名井は、そこにふさわしい空間にする必要がある。 

 

 

 

 

・全体的な計画を考え事業の展開をネーミングする必要がある。 

・ストーリとして、神代川壁わりイベント（パラペット撤去）から始まり、これまでの川づくりとの違

いをアピールするとともに、夜泣き石の復活イベント（夜泣き石復活）で事業の完了となるストーリ

を設定する必要がある。 

・スケジュール期間を決めて共有し実施していく必要があり、計画をつくってからの事業ではなく、や

りながらの事業実施が必要である。 

 

 

 

・天真名井を中心とするメニューとなり、どのように昔の神代川に戻すのか、河床の岩盤の確保や護岸

の石積みをどのようにするのかの整理が必要である。 

・「かわまちづくり」には、後継者の育成やガイドに育成などのソフト事業を立案しなければならず、

ハード事業だけの展開ではなくトータル的に検討する必要がある。 

・河川再生計画検討会は、かわづくり会議でありまちづくりの会議ではなく、まちづくりのためには、

イベント実施している団体などまちづくりに関わる関係者での会議を行い、共通認識をもって申請す

べきである。そのためには、25 年 8 月の申請が好ましく、かわづくりの部分を固めてからまちづくり

会議を実施していくべきである。 

 

 

・まちなかとの連携を考えると、河川計画を前倒しとして進め、観光や人の流れを動かすための議論を

高千穂町の方で進めていくべきであり、さらに、この事業を進めるにあたっては、高千穂町や観光協

会、地域づくりの団体との連携が必要であるため、もっとオープンな議論をする必要がある。 
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資料２ 

第１回検討会で出された検討対応状況（平成 24 年 12 月 13 日・14 日） 
第１回検討会 検討対応状況一覧表 

No. 分 類 検討項目 検討内容 対応状況 

① 天真名井の湧水について 河川護岸にある排水口を塞ぐことによる影響の状況を把

握する 

地域住民を交えて試験的に天真名井の湧水を溢水させるその状況を把握 
地域住民によるワークショップを実施し天真名井周辺に求められる再生メニュ

ーについて、意見交換を実施 

② 
天真名井関連 

昔の天真名井のイメージづくり 写真、地元の記憶を参考に再現イメージを作成する 神代川の利用状況調査及び時系列の資料収集のためのヒアリングの実施 
調査結果の図面作成 

③ 石積みについて 地域周辺の石積みの調査を実施し、神代川にふさわしい

石積みについて検討する 石橋や史跡、高千穂集落（宅地）や河川護岸を調査の実施 

④ 周辺地質と地下水の関係、河床の再生

について 
神代川の岩盤と水脈の関係を明らかにする必要があるた

め状況を把握する ボーリング調査底版コンクリートの剥ぎ取りを実施 

⑤ 既存井戸と地下水との関係について 既存の井戸及び湧水の情報収集を図り、現在の水の流れ

を把握する 井戸調査及び地下水調査を実施（図上に井戸の位置など水情報を落とし込む） 

⑥ 生物の再生について 生物（ホタル）の再生を検討する 天真名井の上流部に再生スペースを設定するなどの工夫の検討が必要 

⑦ 土地所有者の把握 天真名井上流側及び下流側の再生に対する土地所有者を

把握する 地権者確認の実施 

⑧ 河道計画について 河道水理計算、縦断及び平面形状をどうするかについて

は、暫定的な河川計画による不等流計算を検討する 

過去の現況河道による不等流結果を基本に、委員会及び地元意見を踏まえた暫

定的な河川計画に対しての不等流計算によるパラペットや下流への影響の検討

を実施 

⑨ 

神代川関連 

河川計画案の実現性の検証 過去の九州大学で作成された模型を基本に委員会及び地

元意見を踏まえた暫定的な河川計画を具体化する ＶＲの作成により河川計画の実現性や素材の確認を実施 

⑩ 
コース案内の設定 
オープンな議論とワークショップの

開催 

地域住民によるコース案内の意見収集を図る 
女性観光客へのＰＲ及び観光コースの体験ツアーの実施 
観光協会、地域づくり団体等との連携 
観光協会、地域づくり団体等との連携 

観光ルート整備の意見聴取を行い、かわまちづくり計画書の検討 
地域住民によるワークショップを実施し天真名井周辺に求められる再生メニュ

ーについて、意見交換を実施 
観光を含めた広い観点からワークショップ・イベント等を開催して神代川周辺

のまちづくりを検討の実施 

⑪ 

まちづくり関連 

まちなか案内所での広報 案内所の開設及び情報の発信（広報誌、新聞、ＨＰ作成）

など状況の把握を行い検討する 再生計画検討状況も含めた情報の発信の実施 

⑫ かわまちづくり関連 かわまちづくりの申請 天真名井周辺での河川再生計画を主体的にかわまちづく

り計画書の申請を検討する 河川再生計画案を基本に暫定的なかわまちづくり計画書（申請書）の作成 
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資料３．神代川ワークショップの報告（第２回～第４回） 
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資料３ 

第２回神代川ワークショップ開催 

 

第２回神代川ワークショップ「神代川に求める高千穂らしさとは何か？」 

●参加者：本組、町区の住民（計 20 名）    ●場所：高千穂町役場大会議室     ●日時：平成 24 年 12 月 3 日（月） 

プログラム 内容 開催風景 

① 挨拶 ○ワークショップ（当日）の流れを説明 

② 神代川河川再生計画検討委員会の状況 

 19：00～19：10（10 分） 

○第 2回検討委員会の検討結果の報告 

○今後の検討委員会及びワーキンググループによる検討についての報告 

③ 神代川周辺の歴史について 

  19：10～19：40（30 分） 
○興梠武重氏による「神代川周辺の歴史について」の講話 

④-1 グループ内の自己紹介 

  19：40～19：45（5分） 
○3 班にグループ分けをして、グループ内で自己紹介 

④-2 グループ内での役割分担 

  19：45～19：50（5分） 
○グループの司会（役場の方）、発表者、記録者決め 

④-3 グループ討議 

  19：50～20：10（20 分） 

○「高千穂らしさとは？」、「どうすれば高千穂らしさが出るか？」、現状・

課題・対応策等を議論 

④-4 各グループの発表 

  20：10～20：25（15 分） 
○各班 5 分 

⑤ 総括 

  20：25～20：30（5分） 
○当日の総括や今後の予定等について説明 

■概要説明時の様子 

 
■意見収集時の様子 

 
 

 
 

■「神代川周辺の歴史」の説明時の様子 

 
 

 
■発表時の様子 

 

2 班 1 班 

3 班 
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資料３ 

■第２回ワークショップまとめ 

 1 班 2 班 3 班 要約 

『高千穂らしさ』を 

損失している現状 

・（観光）水源地的なイメージがお客様に

あるため、観光客はがっかりしている 

・神代川の変化が高千穂らしさをなくした

のではないか 

・川の流れ（道）が変わってしまっている

・工事はすべて立派である 

・川底が下がり水がなくなった 

・真名井の水がかれており、観光面では綺

麗な水が必要であり、汚れた水では観光

に適さない 

・高千穂は神話のまちであるため、昔の形

にとらわれずとも何かできるのではな

いだろうか 

・天の真名井の上のケヤキが枯れて枝が落ち

てくる 

・三方張の護岸では大雨の時はかなりの水が

流れるので恐ろしい 

・山の保水力変化 

・伏流水が今はない 

・天の真名井は昔は水が湧出 

・水にふれられない（隔離） 

・地域の人との密着度が薄い 

・川の浸透性 

・水が出ないことが高千穂らしさを損失し
ている 

・河川と地域との密着度が薄い 
・天真名井の水が出ないことが問題である 
・河川工事などによる神代川の変化が流れ

を変え湧水などに変化を与えている 
・水辺空間との接点がない 

『高千穂らしさ』を 

創出する対策 

・水とふれあう場所が必要である 

・将来どのように天真名井との接するか

は、水のある川、遊べる川が理想である

・天の真名井の水が出ることが大事である

・地元としては、井戸を掘って水を出すこ

とはできると自信をもっている 

・神代川に公園がほしい 

・一の瀬までの間が水神様を祭っている 

・地元で月に１回は河川の清掃を行っている 

・川に出入りが出来るようにし川との関わり

を増やす（軽トラック等） 

・親水性が必要である 

・今の護岸を全面的に取り壊してやり直すの

は予算的にも厳しいのでは。現実的ではな

い 

・部分的に河川整備を行った方が良い。水害

のでない整備の仕方が必要である 

・宮交下から下流については、改修は難しい

のではないか 

・ボーリング等をやって河川の水を確保でき

ないのか 

・水が出ないときの対応が必要である 

・災害に対応できる川を確保しなければなら

ない 

・たまりをつくる 

・コンクリートを壊して石積み 

・川に沿って歩ける遊歩道 

・田の用水を放流 

・水神様 

・底のコンクリートを取る 

・公園 

・植栽、燈篭 

・鎮守の森木で演出 

 

・綺麗な水の創出が必要である 

・ボーリングを実施し水量の確保が必要で

ある 

・コンクリートの３面張から石積みに変更
する必要がある 

・底のコンクリートを取る必要がある 
・水のある、たまりをつくった川にする必
要がある 

・遊べる川づくりが必要である 
・水とふれあう場所（親水性）が必要であ
る 

・川に沿って歩ける遊歩道等の整備が必要

である 

・部分的な河川改修で水害の出ない河川整
備が必要である 

・鎮守の森林で演出をする 

・神事（水神様）などのつながりによる演

出をする 

その他 

 ・観光客が天真名井の水をペットボトルにい

れて持って帰っている。大丈夫なのだろう

か 

・観光地として整備するのであれば駐車場が

必要である 

・天の真名井周辺は駐車場を整備してはどう

か 

 ・天真名井周辺に駐車場の整備が必要であ
る 

・天真名井の水質の改善が必要である 
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資料３ 

第３回神代川ワークショップ開催 

 

第３回神代川ワークショップ「天真名井周辺の復活策」 

●参加者：本組、町区の住民（計 20 名）    ●場所：中央公民館 視聴覚室     ●日時：平成 25 年 3 月 3日（日） 

プログラム 内容 開催風景 

① 神代川河川再生計画検討会の状況 

15：00～15：10 
○平成 24年 12 月 13 日～14 日に開催した内容の説明 

現 

場 

② 天真名井の湧水再現 

15：10～15：40 

○現在管路から神代川に出ている水を音の天真名井のように浴れる

ように上部から流す(上部の排水口を板等で実験的にせき止め浴水

させる) 

 ③ グループ討議 

 16：00～17：30 

○3 班にグループ分けし、各班毎に発表する(検討 60 分、発表各 7分) 

○テーマ:「天真名井周辺の復活策」 

・ハード整備方法(河川整備、散策路整備等) 

・ソフト対策(まちづくり、観光、地域振興等) 

室 

内 

④ その他 

  17：30～17：40 

○今後のスケジュール等 

 

 ⑤ 意見交換会 

  17：40～ 
 

■現場 

 

 

 

 

 

 

■意見収集時の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発表時の様子 
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資料３ 

■第３回ワークショップまとめ 

１班  ２班 

・天真名井から上流の方にある空き地を利用し、現在川幅

が2～3ｍの三面張りになっているのでこれを取っ払って

川幅を広げて湖に親しむ公園化にする。 

・水がどれだけ出るかで計画も大きく変わってくるが、川

沿いに遊歩道をつけたときに、荒立神社を含めた周遊で

きるように、神社を含めた観光開発をする。 

・天真名井の水を持って帰る人もいるので、（開発で出る水

量にもよるが）水を汲める施設ができればいい。高森町

では、水のまちとして色々な利用法を考えている。 

・開発しても水が出なければ水黙りが腐って今より悪い状

態になるので、水量によってこれからの計画を立ててい

く方がいいと思う。 

 

 

 

 

・緑化して公園にする。今公園があるところは観光客用の

駐車場にして公園に行けるようにする。 

・観光施設等に寄り道でき、川沿いを周遊できるように整

備する。 

・ベンチ等を置く。 

・橋の両側に所々橋を架けて、両岸を行き来できるように

する。 

・地下水が出ればポンプアップして、生活道を確保しなが

ら池の整備をする。 

・公園を自転車も通れるように整備する。 

・景観に配慮した石積みにして、川底にも石を置く（横断

図参照） 

・暗きょにして全体的に公園にする。 

・水の向きを整備して地下水を川に持ってくる。 

・周辺の路面水を路面に浸透させて川から湧水が出るよう

にできないだろうか。 

 

 

 

     

３班  ４班 

・自然石を積み上げる。 

・東屋やベンチを置いて「緑の広場」をつくる。 

・春は桜祭り、秋はもみじ祭りを公民館の行事として行う。

・人が集まって楽しめることが重要、観光客だけではなく

地元の人も楽しめる場所にする。 

・上流の方（平面図●印）で湧水調査をして水源を確保す

る。 

・両側に散策路を設けて、橋を架ける。 

・荒立神社への案内を出して「天真名井と荒立神社」をつ

なぐ。 

 

 

 

 

・天真名井は今の井戸のままでいいのでは。 

・名木をそのまま活かし、それを突っ張っているバネのコ

ンクリートが丸出しなので自然に見せる。 

・神代川の橋を基点にしてまず見える範囲から整備する。

三面張りを石で自然なかたちにする。 

・夜泣き石が上に上がっているので、流されない程度の所

に置き、その周辺に石を置いて自然なかたちにもってい

く。 

・昔の川の流れに沿ってカーブを膨らませると、水が一度

に流れず緩やかに流れる。 

・橋を架けるか、飛び石を置いて渡れるようにする。 

・できる範囲、見える範囲で工事を進めていく。 
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資料３ 

第４回神代川ワークショップ開催 

 

第４回神代川ワークショップ「天真名井周辺観光施設の利活用検討会」 

●参加者：本組、町区の住民（計 17 名）    ●場所：中央公民館 視聴覚室     ●日時：平成 25 年 6 月 15 日（土） 

プログラム 内容 開催風景 

① 主催者挨拶～検討会の趣旨、時間割、

検討方法の説明 

13：00～13：20 

○今回のスケジュールと WS の方法、実際に歩いてもらう際の確認項目

などを説明 

② 神代川河川再生計画の検討中間報告 

13：20～13：30 

○今回の検討会の背景にある「かわまちづくり支援制度」について、西

臼杵支庁より内容を説明 

○過去３回の住民 WS や委員会、アンケートの結果を踏まえた、意見集

約の中間報告 

室 

内 

③ 荒立神社宮司による周辺施設に関する

説明 

13：30～14：00 

○天真名井を中心とした神話と、今回の WS で検討対象となる各施設の

歴史について、荒立神社の興梠宮司より解説 

現 

場 

④ 周辺施設の現地調査 

14：00～15：30 

○配布した調査記録票に則り、下記の施設の順に現地を調査 

くしふる神社駐車場 ⇒ 四皇子峯 ⇒ 高天原遥拝所 

高千穂碑 ⇒ くしふる神社 ⇒ 宮地嶽社 ⇒ 二十躰王宮 

荒立神社 ⇒ 荒立神社入口 ⇒ 神代川管理道路 ⇒ 夜泣石 

天真名井 ⇒ 神話史跡コース 

休憩・意見まとめ 

15：30～15：50 

⑤ 意見発表 

15：50～16：50 
○各自がまとめた今回のルートや各施設に対する意見や感想を発表 

室 

内 

⑥ まとめ、あいさつ 

16：50～17：00 
○各自がまとめた今回のルートや各施設に対する意見や感想を発表 

■事前説明の様子 

 

 

■現地調査の様子 

 

 

■意見発表時の様子 
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資料３ 

■第４回ワークショップまとめ 

全体に対する意見  各施設に対する意見 

①歩道・ルートについて 

・大まかなルートは、今のままでよいのではないかと思われる。ただし、起終点については駐車場や休憩

箇所の位置を考慮した検討が必要だと思われる。 

・一部ルートでは歩道が狭く、アップダウンもあることから、高齢者には歩きにくいのではないかと感じ

た。難しいかもしれないが、手摺の設置を検討できないか。 

・今回は実際に歩くとは思っておらずヒールで来てしまったが、歩きにくさはさほど感じられなかった。

ただし、「くしふる神社」の駐車場は、砂利等による舗装が必要ではないか。 

・神話・史跡・自然は現状のまま維持し、人工物は最小限にしたい。ただし、途中に休憩の出来る屋根付

のベンチやトイレ、またゴミ箱が必要ではないか。 

・一部遊歩道で、道をさえぎるような倒木があった。見苦しさを感じるので、森林保護も行ってほしい。

・高千穂町に宿泊していただくためにも、近隣の高千穂峡やがまだせ市場と繋げて、一日遊べるルートの

検討も必要ではないか。 

 

②案内板について 

・次の施設への誘導（標識）が不足しているので、行先が分かりづらい箇所があった。つなぎの看板をも

う少し増やしたほうがよいと思われる。 

・各施設の説明標識について、漢字や表現、関係性などが初心者には分かりづらい物が多い。漫画や絵に

よる図化した看板があると、分かりやすいのではないか。 

・各々の施設案内はしっかりしてあるが、他の施設との関係性も記載した方が良いのではないか。（天真

名井と宮地嶽神社の関係性など） 

・案内板のデザインは統一したほうがよい。 

 

③ＰＲ・ガイドマップについて 

・古事記のイメージの下にコースマップを作成し、インターネットでダウンロードできるようにしてほし

い。 

・コース名称も、もっと分かりやすいものにするべきではないか。 

・地元の人しか知らない逸話などもあるので、地区別や神話別の観光マップを作成したら面白いのではな

いか。 

・宮司さんの案内はとても面白く、勉強になった。観光客に向けて音声ガイドをつけてほしい。 

・地元の人も簡単な歴史を知り、観光客に聞かれたときに対応できるようにするべき。（ガイドの養成） 

・海外旅行客用のパンフレットを作成し、ホテルにおいてはどうか。 

 

④その他 

・あくまでも観光優先ではなく、地元住民の生活を優先した計画としてほしい。（地元住民の生活スペー

スの確保） 

・旧ＴＲ高千穂鉄道もＰＲすることは出来ないか。 

 ①くしふる神社駐車場 

・砂利等による舗装をしてほしい。 

 

②四皇子峯社 

・柵があり奥までいけないようになっている。可能ならば柵を撤去してほしい。 

 

③高天原遥拝所 

・正面の立木を伐採し、日が差すように出来ないか。 

 

④高千穂碑 

・他の場所と違い開けた空間があるので、休憩施設等の検討が必要ではないか。 

 

⑤くしふる神社 

・現在のルートでは神社の側面から入ることになる。参道を少しでも通り、正面から入るルートに出来な

いか。 

・神話に関連した山々の位置が分かるような展望台を設置できないか。 

・神社左側に社名の表札があるが、額に入れるなどして飾ることは出来ないか。 

 

⑥宮地嶽神社 

・くしふる神社からのルートが歩きにくい。また、分かりづらいためここで引き返す人も多いのではない

か。 

 

⑦荒立神社 

・祭りの際に駐車スペースがいっぱいになってしまう。（スペース不足） 

・鳥居そばの王宮をもっとアピールできないか。 

 

⑧夜泣き石 

・たどり着くまでの案内が少なく、場所が分かりづらい。 

 

⑨天真名井 

・宮地嶽神社や真名井の滝との関連性をもたせた PR が必要ではないか。 

・水神祭や神楽といった、神聖なイメージを強くしたい。 

 

⑩神代川について 

・夕涼みの出来る場所がほしい。 

・自然と水の共生した河川にしてほしい。 

・河川に関連した地域行事が復活できるような整備計画をしてほしい。 
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資料３ 
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資料４．課題への対応結果 
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資料４ 

これまでに出された課題とその対応状況 

課題対応状況一覧表 
No. 分 類 検討項目 検討内容 対応状況 参照ページ 

① 天真名井の湧水について 河川護岸にある排水口を塞ぐことによる影響

の状況を把握する 

地域住民を交えて試験的に天真名井の湧水を溢水させるその状況を把握 
地域住民によるワークショップを実施し天真名井周辺に求められる再生メニューについ

て、意見交換を実施 
Ｐ20 

② 
天真名井関連 

昔の天真名井のイメージづくり 写真、地元の記憶を参考に再現イメージを作

成する 
神代川の利用状況調査及び時系列の資料収集のためのヒアリングの実施 
調査結果の図面作成 Ｐ24 

③ 石積みについて 地域周辺の石積みの調査を実施し、神代川に

ふさわしい石積みについて検討する 石橋や史跡、高千穂集落（宅地）や河川護岸を調査の実施 Ｐ25 

④ 周辺地質と地下水の関係、河床

の再生について 
神代川の岩盤と水脈の関係を明らかにする必

要があるため状況を把握する ボーリング調査底版コンクリートの剥ぎ取りを実施 Ｐ26 

⑤ 既存井戸と地下水との関係につ

いて 
既存の井戸及び湧水の情報収集を図り、現在

の水の流れを把握する 井戸調査及び地下水調査を実施（図上に井戸の位置など水情報を落とし込む） Ｐ29 

⑥ 生物の再生について 生物（ホタル）の再生を検討する 天真名井の上流部に再生スペースを設定するなどの工夫の検討が必要 － 

⑦ 土地所有者の把握 天真名井上流側及び下流側の再生に対する土

地所有者を把握する 地権者確認の実施 Ｐ31 

⑧ 河道計画について 
河道水理計算、縦断及び平面形状をどうする

かについては、暫定的な河川計画による不等

流計算を検討する 

過去の現況河道による不等流結果を基本に、委員会及び地元意見を踏まえた暫定的な河川

計画に対しての不等流計算によるパラペットや下流への影響の検討を実施 Ｐ34 

⑨ 

神代川関連 

河川計画案の実現性の検証 
過去の九州大学で作成された模型を基本に委

員会及び地元意見を踏まえた暫定的な河川計

画を具体化する 
ＶＲの作成により河川計画の実現性や素材の確認を実施 － 

⑩ 
コース案内の設定 
オープンな議論とワークショッ

プの開催 

地域住民によるコース案内の意見収集を図る 
女性観光客へのＰＲ及び観光コースの体験ツ

アーの実施 
観光協会、地域づくり団体等との連携 

観光ルート整備の意見聴取を行い、かわまちづくり計画書の検討 
地域住民によるワークショップを実施し天真名井周辺に求められる再生メニューについ

て、意見交換を実施 
観光を含めた広い観点からワークショップ・イベント等を開催して神代川周辺のまちづく

りを検討の実施 

Ｐ40 

⑪ 

まちづくり関連 

まちなか案内所での広報 案内所の開設及び情報の発信（広報誌、新聞、

ＨＰ作成）など状況の把握を行い検討する 再生計画検討状況も含めた情報の発信の実施 － 

⑫ かわまちづくり関連 かわまちづくりの申請 天真名井周辺での河川再生計画を主体的にか

わまちづくり計画書の申請を検討する 河川再生計画案を基本に暫定的なかわまちづくり計画書（申請書）の作成 Ｐ44 
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資料４ ① 

天真名井湧水について 

 

  天真名井湧水 

神代川は、自然豊かで、水あそびに興じる子供たちや神代川には魚影が見られた。ま

た、「天真名井」は、神話的起源をもつ和泉からは湧水がわき溢れ神代川へ流れ出ていた。 

昭和 47 年に河川災害関連工事によりコンクリート三面張りの河川となり河床も掘り

下げられている状況である。 

現在は、天真名井内にも湧水に対する排水口が設けられており排水されている。また、

河川護岸としてパラペットが設置されおり、天真名井から湧水が溢れた場合の排水口も

設けられている。 

そこで、昔ながらの風景として天真名井の湧水が溢れ神代川へ流れる風景を再現する

ことが可能かの検証を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

【日時】 

平成 25 年 3 月 3 日（日曜日） 

 

【過去の天真名井の風景】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【方法】 

天真名井内の排水口を塞ぐことにより、天真名井の水位を上昇させ上面から湧水を溢

れさせる。 

天真名井から溢れた水は、河川護岸パラペット下の排水口より河川へ流出させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【導水状況】 

神代川流域の水神⑦がもととなる湧水地であるため、導水パイプを用いて天真名井へ

引き込み湧水として流入させている状況である。また、水量補充として水道水の流入も

可能な状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 天真名井内の排水口を塞ぎ、上面から排水させると湧水量が少ないためオーバーフ

ローする水が昔みたいに溢れているイメージとは異なる結果となった。 

○ 水神⑦からの導水による流量確保を図っているが、現時点での水量の確保が課題と

して挙げられる。 

天真名井内の排水口と繋がっており、

通常はここから水が排水される。 

天真名井内の排水口を塞ぎ、湧水を上

面より排水させると、ここから水が排

水される。 

結
果
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資料４ ① 

【写真番号 1】 湧水検証 

 
 

 

【写真番号 2】 湧水検証 

 

【写真番号 3】 湧水検証 

 
 

 

【写真番号 4】 湧水検証 
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資料４ ① 

【写真番号 5】 湧水検証 

 
 

 

 

【写真番号 6】 湧水検証 

 

【写真番号 7】 湧水検証 

 
 

 

【写真番号 8】 湧水検証 
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資料４ ① 

【写真番号 9】 湧水検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真番号 10】 湧水検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真番号 11】 湧水検証 

 
 

 

【写真番号 12】 湧水検証 
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資料４ ② 

昔の天真名井のイメージづくり 

 

 【ヒアリング結果】 

 

 

天真名井～天真名井橋 

天真名井～浅ヶ部 約 50～60 年前 

天真名井 

橋の下にせき止め（2ｍ程の高さ）
を作って水遊びをしていた 

皇子橋上流すぐ
石垣があった（護岸） 

ウナギの養殖が行われて
いた 

河川内、周辺は、砂利や
草で覆われていた 

現在より河床が高く、浅
かった 

子どもが水遊びをする場
所ではなかった 

魚：アブラメ、ハゼ、
ウナギ（石垣の穴を利用） 

河床は凝灰岩（岩盤）→河川整備前
（すべり台のようなイメージ） 

芭蕉水陣（天真名井 15ｍ上流）

ホタルが生息していた

全体的に河床高が現在より
も 1.5ｍ程高かった 

川辺にはよしがらが生えて
いた 

以前は河川が蛇行して、水がよく溜
まっていた 

くぼみがあり、水遊びが可能だった

歩いて降りられた
→天真名井から浅ヶ部まで河川内を
歩いて学校から下校していた 

水量がひざ下あたり

両岸に竹やぶや石（15cm 程度の丸
石）、砂利（よどみの部分） 

浅ヶ部地区 約 50～60 年前 

川魚のアブラメがいた（体長 5cm）

現在の水量が少なくなった原因の 1
つに岩戸方面への道路開通が関係し
ている可能性あり 

現在よりも河床が高かった 

裏に山があるため、湧水が多かった 

国保病院付近、一の瀬橋 

女性部による神代川の草刈清掃時の
み農業用水を流している（川に落と
した草を流すため）※稲作等の利用
が少ない時期のみ利用 
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資料４ ③ 

石積調査 

 

  石積調査結果 

高千穂町における石積みの調査を町内全域の宅地および河川護岸、耕作地、石橋における石積み

など、様々な箇所における石積みを確認した。 

調査対象箇所としては、全 25 箇所のうち、宅地石積み 12 箇所、耕作地石積み 2 箇所、河川

石積み 3 箇所、石橋 2 箇所、神社 5 箇所、天真名井を調査した。 

 

 

 

 

 

 

 箇所 種類 石材 積み方 備考 

宅地石積み 1･2 石積み 間知石 布積･谷積  

 3･4 石積み 間知石 布積  

 5･6 石積み 間知石 谷積  

 7･8 石積み 間知石 谷積  

 9･10 石積み 間知石 谷積  

 11･12 石積み 間知石 谷積  

 13･14 石積み 間知石 谷積  

 15･16 石積み 間知石 谷積  

 17･18 石積み 間知石 谷積  

 19･20 石積み 間知石 谷積  

 21･22 石積み 間知石 布積  

神社 23･24 石積み 間知石 布積･谷積 落立神社 

宅地石積み 25･26 石積み 間知石 谷積  

耕作地石積み 27･28 石積み 野面石 乱積  

 29･30 石積み 間知石 谷積  

河川石積み 31･32 石積み 野面石 乱積  

 33･34 石積み 野面石 乱積 山附川 

 35･36 石積み 野面石 － 山附川 

 37･38 石積み 野面石 － 跡取川 

 39･40 石積み 野面石 － 跡取川 

石橋 41 石積み 間知石 谷積 久兵衛橋 

 42 石積み 間知石 谷積 神橋 

神社 43 石積み 間知石 谷積 二嶽神社 

 44 － － 建築基礎 荒立神社 

 45 石積み 野面石 布積 くしふる神社 

 46･47 石積み 野面石 布積 高千穂神社 

 48 石積み 間知石 谷積 高千穂神社 

天真名井 49･50 石積み 野面石   

 51･52 石積み 間知石   

種類：石積み・石張り 

石材：野面石
のづらいし

・間知石
けんちいし

・雑割石
ざつわりいし

・割石
わりいし

 

積み方：布積・谷積・乱積 

 

 

 

【積み方】 

石垣の積み方には、様々な分類方法や用語があるが、河川工事で一般的に利用されている。

布積、谷積、乱積について概要と事例を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：河川の景観形成に資する石積み構造物の整備に関する資料（平成 18 年 8 月） 

国土交通省 河川局 河川環境課 

 

○ 宅地系の石積みは、関知石の石材で谷積みによる積み方が一般的であり、河川護岸として

は、野面石の石材であり積み方は様々な積み方となっている。神代川での河川護岸として、

地域の昔の河川としての再生であるため、山附川や跡取川と同様の乱積みによる河川再生

整備が適切ではないかと考える 

結
果
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資料４ ④ 

周辺地質と地下水の関係、河床の再生について 

 

  神代川河床 

神代川周辺の地層構成を的確に把握し、河川整備計画における設計や、地下水の基礎

資料をえるためにボーリング調査及びスウェーデン式サウンディング試験を実施し確認

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査日時】 

平成 25 年 1 月 11 日～平成 25 年 3 月 11 日 

 

 

【調査内容及び方法】 

地質調査：4 地点（平坦地足場） 

 調査ボーリング：L=25.00ｍ 

 スウェーデン式サウンディング試験：10 地点（L=19.07ｍ） 

 

調査ボーリング：ボーリングは、指示された地点おいてロータリー式スピンドル機械

を用いて実施を行う。地盤の掘削は、ケーシングパイプ（口径

86mm）を建てこみ、ガイドパイプとして孔壁を保護し、地下水位

まで無水堀りを原則として同水位を確認する。 

地下水位の確認後は、泥水を循環させながら掘進作業を進めたが、

孔壁の崩壊や逸水の著しい場合はその深度までケーシングを挿入し

て対処する。 

サウンディング：スウェーデン式サウンディング試験は、荷重による貫入と回転貫入

を併用した原位置試験であり、土の静的貫入抵抗を測定し、その硬

軟または締まり具合を持って判定するとともに、地層構成を把握す

る。 

 

【調査結果】 

地形・地質概要 

調査地のある高千穂町は、三田井地区の図幅に含まれており、九州中央部の山岳地帯

に属する。北部には九州でも 2 番目に高い祖母山を始め、本谷山・傾山等の標高 1600

～1700ｍ級の高嶺が連なり、九州の拝梁をなしている。 

これらより南方に向かい山地は次第に低くなる傾向を示すが、なお 1000ｍを超える

山峰が群立し、険峻な地形を現している。山地の大部分は、古生代及び中世代の岩層か

らなり、これらの岩層の地質構造が地形に反映し、北東に走る無数の急な山稜を発達さ

せている。山地の一部は、花崗岩や花崗斑岩が露出する。 

このうち、花崗斑岩は突出した岩脈をなし、ことに岩戸の西方から南東に連なる岩脈

は中・古生界の山地の上に障壁のようにそびえ立ち、東方方面に続き海岸付近の延岡市

方面に達している。一方、花崗岩は削れやすく、しばしば低地をつくり三田井地域東部

では中・古生界の山地で完全に囲まれた盆地地形となる。 

本区域の南西部となる高千穂町では、五ヶ瀬川及びその支流となる岩戸川・日之影川

等によりＶ字谷をつくり谷底には阿蘇火山の噴出物が入り込んでこれを埋め、幅の広い

平らな地形となっている。更にこれらの河川は回春して、平坦面深さ数 10ｍも刻み、し

かもこの火山噴出物は節理が発達し、直立した岩壁で挟まれた廊下状の峡谷をつくり、

高千穂町の代表的な地形となっている。 

調査地は岩戸川によって削られた地形の上に阿蘇火山噴出物が分布する低地部にあた

る。 

高千穂町の地質は、大きく分けると基盤岩とその被覆層になる。 

基盤岩は、中生代白亜紀に形成された四万十層郡及び古生代起源の秩父帯である。四

万十層郡は主に砂岩・泥岩及びその互層からなり、秩父帯は砂岩・粘板岩岩（千枚岩）・

チャート・石灰岩・礫岩・輝緑岩等と多彩な岩種であるが、部分的に広域接触変成作用

により、多数の鉱床が形成されている。 

被覆層は、更新世の阿蘇火砕流堆積物・段丘堆積物・降下火山灰層及び沖積層ととな

っている。阿蘇火砕流堆積物は、阿蘇火山から噴出した火砕流堆積物であり溶結凝灰岩・

火山灰・軽石からなる。段丘堆積物は、中小河川沿いに山麓部から河川にかけて部分的

に分布し、礫・砂・シルト・粘土及び・その互層からなる。 

降下火山灰層は、岩石及び地層の表面に堆積し、大部分は風化した茶褐色の風化火山

灰土壌（ローム）である。 

沖積層は、主に五ヶ瀬沿いにある河川成で谷底を埋積して分布し、礫・砂質の基質か

ら構成されて分布領域は狭い。 

本区域では、阿蘇火山噴出物となる溶結及び非溶結凝灰岩層の他沖積層及び表土層が

分布している。 

 

 

地表踏査結果 

地表踏査結果を図.2-3 の踏査地質平面図に示すがその概要は以下の様である。 

①調査地では、基盤層となる四万十層及び秩父層は確認されず、盛土・河川氾濫堆積

物（ボーリングで確認）及び阿蘇火砕流堆積物層が見られた。 

②盛土は住宅地全般と国道 218 号沿いに分布するものと考えられる。 

③河川氾濫堆積物は主に礫混じりの粘性土層からなる。 

④阿蘇火砕流堆積物のうち溶結凝灰岩と推察される層は天真名井を形成しているも

のと考えられる。 

○ 神代川上流部におていは、阿蘇火山噴出物となる溶結及び非溶結凝灰岩層の他沖積

層及び表土層が分布しており、神代川河床を剥ぎ取ると溶結凝灰岩層が見られる状

況である。また、推定地下水は、神代川河床位置と同位置となっている。 

結
果
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図.２ 調査箇所位置図 

図.１ 地表地質踏査平面図 
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図.3 推定地質断面図 

【Bor-No.１地点】 

0.00～0.35m：河川氾濫堆積物（表土/Ta） 

0.35～1.00m：阿蘇火砕流堆積物（火山灰土/Vs） 

1.00～4.00m：阿蘇火砕流堆積物（溶結凝灰岩/Wt） 

【Bor-No.3 地点】 

0.00～1.80m：河川氾濫堆積物（礫混じり砂質粘土/Ta） 

1.80～2.00m：河川氾濫堆積物（砂礫/Ta） 

2.00～2.60m：阿蘇火砕流堆積物（火山灰土/Vs） 

2.60～6.00m：阿蘇火砕流堆積物（溶結凝灰岩/Wt） 

【Bor-No.2 地点】 

0.00～0.30m：河川氾濫堆積物（表土/Ta） 

0.30～1.90ｍ：河川氾濫堆積物（礫混じり砂質粘土/Ta） 

1.90～3.00m：阿蘇火砕流堆積物（火山灰土/Vs） 

3.00～7.00m：阿蘇火砕流堆積物（溶結凝灰岩/Wt） 
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既存井戸と地下水との関係について 
 

水文調査 
①神代川周辺の水源分布調査 

基礎的な情報として、井戸・湧水の分布確認、飲料水検査、イオン分析を実施。 
②神代川の水系・水質調査 

河川水系・水系の実態把握として、水系や流入経路の確認、イオン分析を実施。 
③天真名井の基礎調査 

湧水量や地下水位、水質の実態把握として、水量調査、周辺地下水位資料の整理、飲料水

検査、イオン分析、その他周辺住民への聞き取りや文献調査を実施。 
 

結
果
（6

/
3

0

現
在
） 

①井戸７箇所（使用中：１、未使用：3、閉塞：3）、湧水７箇所（使用中：4、未使用：

1、形跡のみ：2）を確認。水質は細菌類の検出が多く飲用には不適。・・・次頁図 

 

②３箇所の家庭・事業排水（洗剤・畜産糞尿等）流入を確認。・・・次頁図 

No.2 孔付近の河床に地下水と思われる湧水を確認（低水温で No.3 地下水と同質の

水）。・・・下図 

 

③現況の天真名井湧水は全量が白水水神から供給されており、天真名井における湧水は無

い。また、天真名井周辺の地下水位は天真名井の湧水標高よりも低い（A-1 断面）。天

真名井は溢れるほどの水位・水量ではなかったのでは（次頁写真参照）。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
後
の 調

査
方
針 

①聞き取り調査の継続、水位・流量観測、水質タイプと地下水系の検討 

②流入経路・水質汚染源の詳細調査、No.2 付近河床湧水の追跡調査（No.3 孔からの

トレーサー試験等） 

③周辺地下水位の継続観測、流向流速測定、浸透量調査、No.1 と No.2 孔の簡易揚水

試験（天真名井近隣の揚水井戸による補水の可能性を検討） 

河床湧水 

旧河道とイオン分析結果から推測

河床湧水

320

315
T-2  GH=315.88
基盤深度
[GL-0.26] DL=315.62

測点 No.5

GH=315.88

A-1断面

B-1断面の水位観測結果
から推定される地下水位

溶結凝灰岩

315

320

SW-4  GH=320.20
基盤深度
[GL-1.01] DL=319.19

T-2  GH=316.29
基盤深度
[GL-0.37] DL=315.92

Bor.No.1 GH=318.49
基盤深度
[GL-1.00] DL=317.49

観測孔 No.1 
最低水位 H25.2.13
[GL-2.22] DL=316.27

測点 No.6

GH=316.21

溶結凝灰岩

B-1断面

320

315

Bor.No.2 
GH=319.81
基盤深度
[GL-3.00] 
DL=316.81

SW-5  GH=319.65
基盤深度
[GL-1.82] DL=317.83

観測孔 No.2 
最低水位 H25.5.27
[GL-2.90] DL=316.91

CY

測点 No.7+10

GH=316.89

溶結凝灰岩

B-2断面

河床湧水 
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神代川流域内の井戸・湧水分布状況
基図 H23年度 神代川河川再生計画策定業務」報告書 P5-73に加筆修正

崎の川水源

(湧水)

権現神社

(湧水)

八大竜王水神

(井戸)

焼山寺水源

(沢水)

後迫井川

(湧水)

一之瀬水神

(井戸)

白水水神

(湧水)

水神

(湧水)

天真名井

(湧水)

個人

(井戸)

水神(井戸)

個人

(井戸)

井戸の元水

神
(井戸)

個人

(井戸)

天真名井 (湧水)

白水水神 (湧水)

一之瀬水神

(井戸)

湧水 (現存)

湧水 (水神様のみ)

井戸 (現存)

井戸 (閉塞)

沢水 (水源利用)

記号凡例

畜産排水 

生活排水 

洗剤排水 

河床湧水 

① 

④ 

③ 

② 

天真名井改修前写真 
「町制施行 60 周年記念」より 

洗剤排水 

天真名井 

井戸の元水 白水水神 一之瀬水神

河川① 

河川② 

河川③ 

河川④ 

　　飲料適正10項目　水質分析結果一覧表
分析項目/基準値

一般細菌 大腸菌
硝酸態窒素

及び
亜硝酸態窒素

塩化物
ｲｵﾝ

有機物
(TOC量)

pH 味 臭気 色度 濁度

100
CFU/ml

以下

検出
されない

こと

10 mg/L
以下

200
mg/L
以下

3 mg/L
以下

5.8
～8.6

異常で
ないこと

異常で
ないこと

5度
以下

2度
以下

項
目
数

項目名

天真名井 湧水 H25.5.28 300以上 検出 2.5 14 0.3 6.5 異常なし 異常なし 1 未満 0.1 2 一般細菌、大腸菌

白水水神 湧水 H25.5.28 240 不検出 2.5 13 0.3未満 6.5 異常なし 異常なし 1未満 0.1未満 1 一般細菌

崎の川水源 湧水 H25.6.7 85 検出 0.3 3.3 0.3未満 6.7 異常なし 異常なし 1未満 0.2 1 大腸菌 　山川地区共同

権現神社 湧水 H25.6.7 72 不検出 0.3 3.2 0.3未満 7.1 異常なし 微青草臭 1未満 0.2 1 臭気

後迫井川 湧水 H25.6.7 300以上 検出 1.2 3.8 0.3未満 6.4 異常なし 異常なし 1未満 0.2 2 一般細菌、大腸菌 　甲斐弘氏用地

井戸の元水神 H25.6.8 300以上 不検出 1.2 4.8 1.1 7.0 分析不可 微かび臭 1未満 6.4 3
一般細菌、臭気
濁度

　現在不使用

白水水神 湧水 H25.6.8 160 不検出 2.5 11 0.3未満 6.4 異常なし 異常なし 1未満 0.1 1 一般細菌

地点名称 ※所有者 種別
特記事項

不適項目

備考

採水日
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土地所有者の把握 

 

【河川改修前の状況】 

  ■天真名井周辺（右岸） 

 

 

10 筆 
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■天真名井周辺（左岸） 

 

 

17 筆 
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  ■皇子橋周辺 

 

 

14 筆 
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河道計画について 

 

  神代川河道計画について 

神代川の河道計画については、第 2 回委員会の意見及び第 1 回検討会の現地調査や検

討意見、地元住民と一緒の意見集約を行った第 1 回から第 2 回のワークショップ等を参

考に、現在の河川計画として可能な限りの意見を反映した河道計画を立案する。 

しかし、現時点においては、大まかな基本的な構想における計画であり、実際の河川

における基本計画でない。 

また、計画範囲を天真名井及び天真名井上流部の全体計画の一部である上流部を対象

に計画を行っているが、基本となる計画案として「神代川ワークショップ（平成 19 年 2

月 九大改修案）」を基本として計画を立案している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【九大改修案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 天真名井付近の河川護岸は、宅地や天真名井に近接しており河川護岸を改修すると

影響が出る可能性があるため、護岸改修手法ではなく護岸修景による改良を図る。

○ 天真名井上流側については、「昔のような自然な川の復元」を行うため、河川幅を

拡幅し河川空間へアクセス可能な形態を行った。また、河川護岸については、野面

石を乱積みした形式とする。 

○ 河川雰囲気として山々からの緑を連続させるため、河川護岸付近に植生を行い連続

性の雰囲気を保つものとする 

○ 親水空間の確保から、地元要望でもあるように飛び石を設置する。 

○ 神代川と周辺観光資源を回遊させる散策ルートの一部として、神代川の両側を通行

できる遊歩道として整備する。 

内
容
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【河川計画平面図（案）】 
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【河川計画横断図（案）】 
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  不等流計算について 

神代川の河道計画については、第 2 回委員会の意見及び第 1 回検討会の現地調査や検

討意見、地元住民と一緒の意見集約を行った第 1 回から第 2 回のワークショップ等を参

考に、現在の河川計画として可能な限りの意見を反映した河道計画を立案しており、そ

の河道計画における流下能力の検証を行うため、不等流計算による検証を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前提条件】 

既存検討資料「平成 23 年度 県単河川調査事業 第 1140-02-A 号 神代川河川再

生計画策定業務 平成 24 年 5 月」を参照し検討条件を整理する。 

 

○計画流量 52.3ｍ3／s 

○確率規模 1／30 

○粗度係数 合成粗度（次項で算出）『美しい山河を守る災害復旧基本方針』より 

○河床勾配 現況勾配 

○計画部標準断面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【粗度係数の設定】 

粗度係数は「美しい山河を守る災害復旧基本方針」より合計粗度を設定し決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【河床・護岸】 

○ 計画案における粗度係数等では玉石等を利用する護岸や河床は使用可能であると考

えられる。 

○ 自然石に関しては練積み（張り）を基本とするが、石材の大きさをランダムに設定

しできるだけコンクリートが見えないよう留意する必要がある。 

○ 河床での水生植物の発生は河床付近に岩盤が露出しており困難な状態といえるが、

小さな水制工を利用し出来るだけ砂の堆積を促す構造とすることで発生を促すこと

ができる。 

【パラペット】 

○ 天真名井の前に設置されているパラペットは、洪水流が直接井戸に当らないよう設

置されたものであり、パラペットを撤去した場合でも、天真名井下流の橋梁により

阻害され流下しないと考えられる。しかし、洪水時には天真名井への河川の水が流

入する可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【河川水位】 

○ 天真名井上流部の計画を行うことによる計算水位は、計画区間において現況計算水

位より低くなり影響は軽減される。 

○ 神代川下流域により計算水位は、計画による計算水位と現況計算水位では変化はな

く、上流側の計画による影響はないと考えられる。 

○ しかし、現況計算水位でもすでに、河川護岸高を超えた区間や旧めがね橋などは水

位が超えており、今後における河川計画において対策を実施する必要があると考え

られる。 

結

果
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不等流計算結果　一覧表

現況断面

左岸 右岸 左岸 右岸

No.1 0.000 52.3 307.105 308.730 306.220 1.625 -0.885 

No.2 0.050 52.3 308.896 308.720 307.890 -0.176 -1.006 

No.3 0.100 52.3 309.364 309.380 308.780 0.016 -0.584 

No.4 0.150 52.3 310.032 309.440 309.890 -0.592 -0.142 

No.5 0.200 52.3 309.836 311.130 310.480 1.294 0.644

No.6 0.250 52.3 311.863 309.700 309.730 -2.163 -2.133 

No.7 0.300 52.3 312.206 310.930 311.660 -1.276 -0.546 

No.8 0.350 52.3 314.400 314.750 314.700 0.350 0.300

No.9 0.400 52.3 316.039 314.600 314.510 -1.439 -1.529 

No.10 0.450 52.3 315.931 316.120 318.480 0.189 2.549

No.11 0.500 52.3 316.936 317.190 318.540 0.254 1.604

No.12 0.520 52.3 316.743 317.140 317.260 0.397 0.517

No.13 0.540 52.3 317.063 317.320 317.500 0.257 0.437

No.14 0.560 52.3 317.460 317.800 317.920 0.340 0.460

No.15 0.580 52.3 317.677 318.900 318.280 1.223 0.603

No.16 0.600 52.3 318.056 319.540 318.810 1.484 0.754

No.17 0.620 52.3 318.736 319.370 319.180 0.634 0.444

No.18 0.640 52.3 318.955 319.500 319.720 0.545 0.765

No.19 0.660 52.3 319.503 319.200 319.420 -0.303 -0.083 

No.20 0.680 52.3 319.914 319.290 319.330 -0.624 -0.584 

No.21 0.700 52.3 320.234 319.590 319.580 -0.644 -0.654 

No.22 0.720 52.3 320.479 319.960 320.010 -0.519 -0.469 

No.23 0.740 52.3 321.134 320.260 320.340 -0.874 -0.794 

No.24 0.760 52.3 321.245 321.700 321.170 0.455 -0.075 

No.25 0.780 52.3 323.289 322.680 322.700 -0.609 -0.589 

備考

②－①
（m）

②護岸高（TP.m）
測線No.

①計算水
位

（TP.m）

累加距離
（km）

計算流量
（? /s）

←旧めがね橋

←皇子橋

←ごとう商店裏

←くしふる神社通線

←天真名井

←本組橋

不等流計算結果　一覧表

計画断面

左岸 右岸 左岸 右岸

No.1 0.000 52.3 307.105 308.730 306.220 1.625 -0.885 

No.2 0.050 52.3 308.896 308.720 307.890 -0.176 -1.006 

No.3 0.100 52.3 309.364 309.380 308.780 0.016 -0.584 

No.4 0.150 52.3 310.032 309.440 309.890 -0.592 -0.142 

No.5 0.200 52.3 309.836 311.130 310.480 1.294 0.644

No.6 0.250 52.3 311.863 309.700 309.730 -2.163 -2.133 

No.7 0.300 52.3 312.206 310.930 311.660 -1.276 -0.546 

No.8 0.350 52.3 314.400 314.750 314.700 0.350 0.300

No.9 0.400 52.3 316.039 314.600 314.510 -1.439 -1.529 

No.10 0.450 52.3 315.931 316.120 318.480 0.189 2.549

No.11 0.500 52.3 316.936 317.190 318.540 0.254 1.604

No.12 0.520 52.3 316.743 317.140 317.260 0.397 0.517

No.13 0.540 52.3 317.063 317.320 317.500 0.257 0.437

No.14 0.560 52.3 317.460 317.800 317.920 0.340 0.460

No.15 0.580 52.3 317.677 318.900 318.280 1.223 0.603

No.16 0.600 52.3 318.056 319.540 318.810 1.484 0.754

No.17 0.620 52.3 318.736 319.370 319.180 0.634 0.444

No.18 0.640 52.3 318.220 320.770 319.720 2.550 1.500

No.19 0.660 52.3 318.370 320.280 319.420 1.910 1.050

No.20 0.680 52.3 318.796 320.420 319.340 1.624 0.544

No.21 0.700 52.3 319.147 321.140 319.580 1.993 0.433

No.22 0.720 52.3 319.763 321.160 320.000 1.397 0.237

No.23 0.740 52.3 321.134 320.260 320.340 -0.874 -0.794 

No.24 0.760 52.3 321.245 321.700 321.170 0.455 -0.075 

No.25 0.780 52.3 323.289 322.680 322.700 -0.609 -0.589 

②護岸高（TP.m）
②－①

（m） 備考測線No.
累加距離

（km）
計算流量
（? /s）

①計算水
位

（TP.m）

←旧めがね橋

←皇子橋

←ごとう商店裏

←くしふる神社通線

←天真名井

←本組橋
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かわまちづくり 

 

  かわまちづくり全体ゾーニング 

「神代川周辺エリア」は、高千穂町の主要な観光資源である「高千穂神社・高千穂

峡」や「天岩戸神社」との間に位置する。 

このルート上に位置する「神代川周辺」をかわまちづくりの対象区域として位置付

け、高千穂町における観光資源のネットワーク化による回遊性を確保し、滞在型の観

光に向けた取り組みにも寄与する整備を行う。 

 

【全体ゾーニング模式図】 

 

 

 

 

 

神代川かわまちづくりでは、対象区域内において次の２つのゾーンに区分し、それぞ

れのゾーン毎にかわまちづくりの整備目標及び整備方針に即した環境づくり（ハード）、

仕組みづくり（ソフト）の展開を図るものとする。 

 

１．天真名井・くしふる神社周辺ゾーン 

①天真名井前：天真名井と一体化した風情のある空間の創出 

②天真名井上流：自然豊かな子供の遊び場の創出 

③くしふる神社周辺：くしふる神社を中心とした散策ルートの創出 

 

２．皇子橋上流・バスセンター周辺ゾーン 

①皇子橋上流：まちとの連携を図った地元住民や観光客の憩いの場の創出 

②バスセンター周辺：バスセンターを中心とした観光案内の創出 
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■くしふる周辺ゾーン 

・整備箇所（位置図） 

 

・整備案 

【散策路・案内施設整備】 

①移動拠点や休憩施設の整備（ベンチ・東屋・トイレ・ゴミ箱等）         

自家用車での観光客が多いことを考慮し、

既存の駐車場（中央公民館、荒立神社等）の

整備を行う。 

また、全長約 2.0 ㎞の散策路だが途中に

休憩施設がないため、ベンチや東屋、トイレ

等の休憩施設やゴミ箱の整備を行う。 

 

②遊歩道の整備（歩道・手すり等）                       

現在、一部区間において歩道が未舗装であ

り、また、全体的に手すりがない状況である。

高齢者の方が訪れやすい散策路とするため、

遊歩道の整備を行う。 

 

 

③案内掲示板の整備（行先案内板・施設説明板等）                

現在、散策路上に方面案内を設けている

が、設置数が少なく、次の施設への行き先が

分かりにくい個所がある。また、各施設の説

明板についても、デザインの統一性や他施設

との関連性がない案内板となっているため、

案内掲示板の整備を行う。 

 

■バスセンター周辺ゾーン 

・整備箇所（位置図） 

 

・整備案 

【散策路・案内施設整備】 

①観光案内所の整備                              

高千穂町を訪れた観光客を対象とした高千穂

町内および周辺の歴史・観光施設、宿泊施設等の

案内所を整備する。 

また、ボランティアガイドの拡充を図り、回廊

史跡めぐりのツアーを行う。 

 

 

②大型案内看板の整備                             

高千穂町内および周辺の歴史・観光施設の大型

案内板を、バスセンター近辺に整備する。神話を

通して河川や自然、各史跡の関連性を案内する。 

 

 

 

③皇子橋周辺歩道の整備                            

バスセンターから皇子橋周辺の河川整備区間

へ向かう歩道を整備し、観光客はもちろん日常の

住民利用も促進する。 
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■具体的な整備内容をもとに、「神代川かわまちづくり」における取り組み主体（案）を以下の通り設定した。 

取り組み主体 
整備ゾーン メニュー 考えられる具体的な整備内容 

河川管理者 高千穂町 地域住民等 

河川整備 河床掘削（Co 張撤去）、高水敷・護岸改良等の環境整備 ○ － － 

利用施設 四阿、ベンチ、案内板（いずれも堤内地） 等 － ○ － 

植栽 張芝（河川区域内）、樹木（堤内地） 等 ○ ○ － 

     

     

○天真名井前・天真名井上流 

天真名井周辺と天真名井上流左岸

側の環境整備 

維持・管理 河川施設管理、利用施設管理、河川清掃 等 ○ ○ ○ 

利用施設 トイレ、案内板、ベンチ、四阿、舗装 等 － ○ － 

植栽 散策路沿い民地内植栽 等 － ○ ○ 

     

     

     

■
天
真
名
井
・
く
し
ふ
る
周
辺
ゾ
ー
ン 

○くしふる神社周辺 

くしふる神社を中心とする散策路

等の整備 

維持・管理 利用施設管理、植栽管理、清掃 等 － ○ ○ 

道路施設 石畳舗装、歩道整備 等 － ○ － 

利用施設 案内板 等 － ○ － 

植栽 道路・沿道民地内植栽 等 － ○ ○ 

■
ゾ
ー
ン
連
携 

○接続道路 

天真名井・くしふる周辺と皇子橋
上流・バスセンター周辺の各ゾー

ンを接続する道路の整備 
維持・管理 道路・利用施設管理、清掃 等 － ○ ○ 

河川整備 河床掘削（Co 張撤去）、高水敷・護岸改良等の環境整備 ○ － － 

利用施設 四阿、ベンチ、案内板（いずれも堤内地） 等 － ○ － 

植栽 張芝（河川区域内）、樹木（堤内地） 等 ○ ○ － 

     

     

○皇子橋上流 

皇子橋上流左岸側の環境整備 

維持・管理 河川施設管理、利用施設管理、河川清掃 等 ○ ○ ○ 

利用施設 トイレ、案内所、案内板、ベンチ、四阿、舗装 等 － ○ － 

植栽 沿道民地内植栽 等 － ○ ○ 

     

     

     

■
皇
子
橋
上
流
・
バ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺
ゾ
ー
ン 

○バスセンター周辺 

バスセンター周辺の利用施設を中

心とした整備 

維持・管理 利用施設管理、植栽管理、清掃 等 － ○ ○ 
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■各取り組みについて今後の事業スケジュールを以下の通り設定した。 

事業年度 
整備ゾーン メニュー 事業主体 

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 
備 考（想定事業名等） 

       

設 計 施 工 施 工     河川整備 河川管理者 
       

河川再生整備事業費 

       

 計 画 設 計 施 工    利用施設 高千穂町 
       

 

       

設 計 施 工 施 工     植栽 河川管理者 
       

河川再生整備事業費 

       

 計 画 設 計 施 工     高千穂町 
       

 

       

       

○天真名井前・天真名井上流 

天真名井周辺と天真名井上流左岸

側の環境整備 

維持・管理  
       

 

       

  計 画 設 計 施 工   利用施設 高千穂町 
       

 

       

  計 画 設 計 施 工   植栽 高千穂町 
       

 

       

        地域住民 
       

植栽補助金の導入を検討 

       

       

■
天
真
名
井
・
く
し
ふ
る
周
辺
ゾ
ー
ン 

○くしふる神社周辺 

くしふる神社を中心とする散策路

等の整備 

維持・管理  
       

 

       

  計 画 設 計 施 工   道路施設 高千穂町 
       

 

       

  計 画 設 計 施 工   利用施設 高千穂町 
       

 

       

  計 画 設 計 施 工   植栽 高千穂町 
       

 

       

        地域住民 
       

植栽補助金の導入を検討 

       

       

■
ゾ
ー
ン
連
携 

○接続道路 

天真名井・くしふる周辺と皇子橋上

流・バスセンター周辺の各ゾーンを
接続する道路の整備 

維持・管理  
       

 

       

 計 画 設 計 施 工 施 工   河川整備 河川管理者 
       

河川再生整備事業費 

       

  計 画 設 計 施 工   利用施設 高千穂町 
       

 

       

 計 画 設 計 施 工 施 工   植栽 河川管理者 
       

河川再生整備事業費 

       

  計 画 設 計 施 工    高千穂町 
       

 

       

         
       

 

       

       

○皇子橋上流 

皇子橋上流左岸側の環境整備 

維持・管理  
       

 

       

 計 画 設 計 施 工 施 工   利用施設 高千穂町 
       

 

       

 計 画 設 計 施 工 施 工   植栽 高千穂町 
       

 

       

        地域住民 
       

植栽補助金の導入を検討 

       

         
       

 

       

       

■
皇
子
橋
上
流
・
バ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺
ゾ
ー
ン 

○バスセンター周辺 

バスセンター周辺の利用施設を中

心とした整備 

維持・管理  
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5,372 5,279 5,117 5,080 5,059 4,928 4,794 4,750
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河川計画案の実現性の検証 

 

 

 

 

 

 

 



 
資料４ ⑨ 

河川計画案の実現性の検証 

 

  河川計画案の実現性の検証 

神代川の河川再生に向けた九州大学河川計画案並びに河川再生計画検討委員会の意見を

踏まえて 3 次元 CGVR（コンピューターグラフィックバーチャルリアリティ）を製作する。 

また、神代川再生化に向けて河川再生目標（コンセプト）については『高千穂らしい歴史

や文化の空間的重みのある河川整備』を深堀し、高千穂の魅力を神代川から発信できるよう

な河川再生をイメージできるようなオブジェクトデータ（3 次元モデル）を使用しコンピュ

ーターグラフィックスを製作し、各パーツのイメージするものをより現実的にかつ実現性が

可能であるかの検証を目的とする。 

 

 

【VR 制作方法】 

(1)周辺地形３次元データ作成及び質感設定 

計画地周辺の計画検討延長 100ｍの範囲について３次元データ（モデリング）を

行い、各箇所において質感設定（テクスチャマッピング）を実施することでより

現実に近い周辺地形形状３次元データを作成する。 

(2)計画部３次元データ作成及び質感設定 

現況測量データ及び九州大学案である写真データや過年度河川計画案を元に計画

部の３次元データ（モデリング）を行い、各箇所において質感設定（テクスチャ

マッピング）を実施することでより現実に近い計画部の形状３次元データを作成

する。 

(3)オブジェクトデータ作成及び設置 

河川構造物である石積をはじめ、休憩施設などの構造物や植生が設置されている

ヨシやシダなどの植物等のオブジェクトデータの作成を行い、計画部内にそれぞ

れのオブジェクトデータの設置や配置を行う。 

(4)ＶＲコンテンツ作成（環境設定、オーサリング） 

上記で作成した周辺地形３次元データ及び計画部３次元データ、オブジェクトデ

ータを使用しＶＲプログラムを組み込みかつ調整を実施しＶＲコンテンツを作成

する。なお、作成されたＶＲコンテンツは任意の視点からの景観シミュレーショ

ンが可能なリアルタイムレンダリング３ＤＣＧとする。 

 

 

【製作ポイント】 

・天真名井付近の護岸は河川幅及び周辺の家屋の位置から改修が困難であるため、既存

護岸に石積貼り付け形式で対応し谷積ブロック張り（城の石垣イメージ）を行う。 

・低水部遊歩道についても、周辺との雰囲気を踏襲するため石張りブロックを行う。 

・夜泣き石については、一部護岸化した形で設置する。 

・天真名井上流部の護岸については、護岸の根部は大きな石で留める形式にて行う。 

・右岸側の植栽については、竹林など河川を覆う感じのイメージで奥の空間が見えない

ような形で計画を行う。 

・低水路については、空石張りと岩盤掘削イメージの 2 案の計画を行う。（山附川の岩

盤イメージ） 

・また、河川河床全体のイメージとしても、植生の行える形式と岩盤河床の 2 案で計

画を行う。 
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【写真番号 1】  

 
 

 

【写真番号 2】  

 

【写真番号 3】（河床案①） 

 
 

 

【写真番号 4】（河床案②） 
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【写真番号 5】（河床案①） 

 
 

 

【写真番号 6】（河床案②） 

 

【写真番号 7】（河床案①） 

 
 

 

【写真番号 8】（河床案②） 
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